
最低到達基準

1日の労働時間 ７時間３０分

1週の労働時間 変形なしの週３７時間３０分

週休制

特別休暇

変形制、交替制、裁

量労働制等

年次有給休暇

入社時は勤続１ヶ月毎に１日。勤続６ヶ月目か

ら２０日付与。完全取得をめざす。連続休暇１
週間。

割増賃金
時間外３５％増、同深夜７０％増、休日５０％
増

６０歳定年時
２０００万円、中退金の活用など企業の外での

保全措置の確立

算定方法 勤続年数×定数。制限条項の排除

死亡の遺族補償 ２０００万円　通勤途上災害も同額

障害補償 1級2680万円～１４級100万円

社会保険料　労：使＝４：６

介護保険料も同率に変更。

月１万円の返還

結婚一時金 １０万円

結婚休暇 ７日間（休日を除く）

出産一時金 ５万円

出産休暇 ３日

生理休暇 ２日有給

産前産後休暇 前８週、後１０週有給

通院休暇 ５日間有給

男女差別の撤廃

⑩
女
性

の
要
求

昇格・賃金・諸手当・社内融資・福利厚生など

での男女差別の廃止

⑩労働者・労働組合の権利
「労働組合活動の自由と保障について」にもと
づく労働組合活動の権利の要求。モデルにもと
づく「事前協議・同意協定」の要求

⑦育児介護休業制度
①対象者の拡大、②賃金保障、③休業以外の措
置、④権利の保障

⑧奨学金返還支援制度

⑨
青
年
の

要
求

④
労
災

補
償

⑤安全衛生 統一要求書と手引きにもとづく

⑥社会保険料負担割合変更

②定年・雇用延長 労使合意の労働条件での６５歳までの定年延長

③
退
職

金

時間外・休日労働の
規制

１日２時間、週６時間、月２０時間、年間１５

０時間

月４５時間・年間３６０時間を超える特別条項
は締結しない

休日労働をさせる場合でも最低でも週１日の休
日を設けること

項目

　

①
労
働

時
間
・
休

日
・
休

暇

完全週休２日制（土日の他に国民の祝日はすべ

て休日）

年末年始休暇、夏休み、ＧＷの連続休暇（各１

週間以上）、メーデー

反対（①労働組合との同意なく導入しないこ
と、②労使委員会を設置する場合は、委員の民

主的選出と運営、ＪＭＩＴＵ代表を排除しない
こと）。

〒214－0021 川崎市多摩区宿河原６－２４（南武線・久地駅徒歩5分）

＊＊相談活動50年、一人でも入れる組合です＊＊ 支部携帯：090-8109-7682
TEL:044-811-4138 FAX:044-811-4144 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ:jmitu-kawasaki@aioros.ocn.ne.jp

２０２４年

１０月２日

７５０３号

２４秋闘「働きやすい職場」
目指し要求練り上げを！

２４秋闘 最低到達基準（JMITUが目指す）

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
で
は
春
の
賃
上
げ
と
夏

の
一
時
金
・
冬
の
一
時
金
の
３
回
の
闘

争
以
外
に
秋
の
時
期
に
健
康
で
働
き
や

す
い
職
場
に
す
る
た
め
の
制
度
や
権
利

の
要
求
を
『
秋
闘
』
と
し
て
年
間
４
大

闘
争
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
で
は
電
機

の
連
合
の
組
合
が
取
り
組
み
を
行
わ
な

い
の
で
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
独
自
の
取
り
組

み
に
な
り
ま
す
。

職
場
で
、
よ
り
快
適
に
働
い
て
い
く

に
は
、
こ
う
し
て
ほ
し
い
、
こ
う
い
う

も
の
が
あ
れ
ば
便
利
で
あ
る
と
か
、
こ

う
い
う
制
度
が
あ
れ
ば
よ
り
仕
事
が
し

や
す
く
な
る
と
か
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ

と
で
も
構
わ
な
い
の
で
要
求
を
練
り
上

げ
ま
し
ょ
う
。

退
職
金
・
子
育
て
支
援
・
定
年
延
長
・

奨
学
金
返
済
支
援
・
コ
ロ
ナ
・
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
ど
病
気
休
暇
な
ど
、
権
利

の
拡
大
や
制
度
の
改
善
・
新
設
な
ど
も

取
組
み
ま
し
ょ
う
。

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
中
央
で
は
今
秋
闘
で
３

つ
の
統
一
要
求
書
を
各
支
部
分
会
に
提

起
し
て
い
ま
す
。

そ
の
１
、
若
者
が
希
望
を
持
て
る
企

業
の
将
来
展
望
を
つ
く
る
「
合
意
協
力

型
労
使
関
係
」
め
ざ
す
統
一
要
求
書

そ
の
２
、
労
働
法
制
の
大
改
悪
に
反

対
し
、
安
心
し
て
働
け
る
職
場
の
実
現

を
求
め
る
統
一
要
求
書

そ
の
３
，
安
全
・
衛
生
に
関
す
る
統

一
要
求
書
の
３
つ
で
す
。

各
分
会
で
も
こ
の
３
つ
の
統
一
要
求

書
を
会
社
に
要
求
し
て
い
く
予
定
に
し

て
い
ま
す
。

（
記

長
谷
川
）



秋
闘
の
準
備
を
は
じ
め
ま
し
た
。

要
求
と
し
て
は
、
６
４
回
定
期
大

会
で
確
認
し
た
秋
闘
要
求
骨
子
プ
ラ

ス
こ
れ
か
ら
行
う
秋
闘
ア
ン
ケ
ー
ト

を
元
に
決
め
て
い
き
ま
す
。

秋
闘
要
求
骨
子

①
帰
省
手
当

②
奨
学
金
返
済
支
援
制
度

③
時
短

④
子
育
て
支
援
（
看
護
休
暇
、
育
児

時
短
）

⑤
定
年
延
長

⑥
退
職
金

⑦
再
雇
用
期
間
の
延
長

⑧
女
性
の
昇
格
差
別

⑨
住
宅
手
当
運
用
の
明
確
化

秋
闘
・
年
末
一
時
金

ア
ン
ケ
ー
ト
付
チ
ラ
シ
配
布

今
回
初
め
て
、
返
信
は
が
き
付
ア

ン
ケ
ー
ト
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
川
崎

市
内
だ
け
で
な
く
横
浜
市
内
の
駅
周

辺
の
崎
陽
軒
販
売
員
に
配
布
し
ま
し

た
。
執
行
委
員
全
員
で
取
り
組
み
約

１
６
０
枚
配
布
し
ま
し
た
。
何
枚
の

ア
ン
ケ
ー
ト
が
返
っ
て
く
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
見

も
含
め
て
秋
闘
・
年
末
一
時
金
の
要

求
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

追
記は

じ
め
て
横
浜
市
内
に
配
布
し
ま

し
た
が
、
川
崎
市
内
と
比
較
し
て
販

売
所
の
数
が
多
く
、
思
っ
た
以
上
に

交
通
費
の
出
費
が
か
さ
み
、
今
後
の

課
題
か
？

【
細
谷

記
】

９
月
２
８
日
（
土
）
登
戸
駅
通
路

で
川
崎
支
部
の
未
組
織
宣
伝
を
行
い

ま
し
た
。

参
加
者
は
、
長
谷
川
さ
ん
、
細
谷

静
雄
さ
ん
、
矢
部
さ
ん
、
浅
岡
さ
ん
、

通
信
労
組
の
土
方
さ
ん
と
私
の
６
名

で
し
た
。

今
回
の
ビ
ラ
は
１
０
月
１
日
か
ら

最
低
賃
金
が
５
０
円
ア
ッ
プ
し
た
内

容
に
盛
り
込
ん
だ
パ
ン
フ
を
配
布
し

ま
し
た
。
（
神
奈
川
は

１
１
６
２
円
）

ま
ず
、
浅
岡
委
員
長
が
マ
イ
ク
を
握
っ

て
通
行
人
に
訴
え
ま
し
た

「
登
戸
駅
、
利
用
の
皆
さ
ん
、
私
た

ち
は
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
川
崎
支
部
の
組
合

で
す
。
職
場
で
困
っ
て
い
る
方
い
ま

せ
ん
か
。
働
き
や
す
い
職
場
に
し
ま

せ
ん
か
。
」
と
訴
え
ま
し
た
。

今
回
の
宣
伝
は
１
時
間
の
予
定
が

パ
ン
フ
と
テ
ッ
シ
ュ
の
取
が
良
く
て

３
０
分
で
終
わ
り
に
し
ま
し
た
。
通

路
を
歩
く
人
の
様
子
を
見
て
い
る
と

生
き
生
き
と
し
て
い
て
、
依
然
の
よ

う
に
猛
暑
で
、
暑
く
て
た
ま
ら
な
い

よ
う
な
様
子
で
な
く
ビ
ラ
を
渡
し
て

も
快
く
取
っ
て
く
れ
た
よ
う
に
感
じ

ま
し
た
。
そ
う
い
う
事
で
宣
伝
行
動

が
や
り
や
す
か
っ
た
で
す
。
参
加
さ

れ
た
方
々
ご
苦
労
様
で
し
た
。

【
記
・
小
林
】

7503号 （２）

川
崎
支
部

秋
闘
・
年
末
一
時
金
の
取
組
み

三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会

崎
陽
軒

支
部
未
組
織
宣
伝

（
登
戸
通
路
）



（１）専門部

担当

支部報編集委員会 浅岡　矢部　細谷　小林

財政部 浅岡（実務：光田）

レクリエーション 光田　長谷川

事務所管理委員会 今野　長谷川

共済会 矢部　小林

ホームページ委員会 浅岡　細谷

（２）役割分担

担当

書記局 三役

労働相談 執行委員分担

地本役員 長谷川　矢部

川崎労連幹事 矢部（評議員）浅岡

パソコン管理 細谷

ワーカーズネット 浅岡　矢部　細谷　小林

緑陽苑 細谷

（３）分会・職場

分会名 担当

日本シャッター分会 石田　長谷川　光田

三和エレクトロニクス分会 浅岡　光田

崎陽軒 長谷川　浅岡　細谷

な
ん
ぶ
せ
ん

石
破
茂
が
首
相
に
決
ま
り
ま
し
た
。
今

の
日
本
で
大
き
な
問
題
多
く
あ
る
中
で

国
民
の
為
の
政
治
を
本
気
で
や
っ
て
欲

し
い
▼
能
登
半
島
地
震
か
ら
や
っ
と
生

活
が
出
来
そ
う
だ
と
思
っ
た
矢
先
の
豪

雨
で
住
む
家
も
な
い
人
々
。
土
砂
崩
れ

に
巻
き
込
ま
れ
て
亡
く
な
る
方
。
心
が

折
れ
そ
う
だ
と
被
災
者
の
声
。
政
府
は

何
ん
で
手
助
け
を
し
な
い
の
か
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
が
方
々
が
手
助
け
に
行
っ

て
い
る
▼
今
年
の
夏
に
襲
っ
て
き
た
猛

暑
で
果
物
が
傷
ん
で
売
れ
な
い
被
害
。

店
頭
か
ら
米
が
無
く
な
っ
た
米
騒
動
。

食
料
自
給
率
も
３
８
％
。
も
し
日
本
に

食
料
が
輸
入
で
き
な
け
れ
ば
ど
う
な
る

の
か
。
こ
ん
な
時
こ
そ
政
府
が
国
民
の

為
に
動
く
べ
き
だ
と
思
う
。
市
民
の
為

に
政
治
を
し
て
欲
し
い
。
▼
１
０
月
か

ら
の
値
上
げ
は
食
品
２
９
１
１
品
目
あ

り
ま
す
。
す
で
に
１
０
月
１
日
か
ら
郵

便
料
金
が
３
０
％
値
上
げ
が
さ
れ
た
。

▼
衆
議
院
選
挙
が
具
体
的
に
決
ま
り
ま

し
た
。
１
０
月
１
５
日
公
示
。
１
０
月

２
７
日
投
票
日
。
国
民
の
声
を
聞
く
政

党
や
議
員
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
１
票

の
投
票
を
大
切
に
し
ょ
う
。

名
も
な
き
絵
か
き

第７５期

専門部、役割分担、分会・職場担当者
今年も専門部、役割分担、分会・職場担当が決まりました。長年にわたり労働相談を受け

て解決した貴重な経験も有り「労働相談は川崎支部で」と知名度を上げる様に活動をして

いきたいと思います。今年もよろしくお願いします。

（3） 7503号



２
０
２
４
年
の
最
低
賃
金
改
定
は
、

人
材
流
出
へ
の
危
機
感
や
物
価
高
騰

を
背
景
に
各
県
の
審
議
会
で
は
、
国

の
目
安
の
５
０
円
に
対
し
上
回
る
引

き
上
げ
が
相
次
ぎ
、
平
均
の
引
き
上

げ
額
は
過
去
最
大
の
５
１
円
で
、
全

国
加
重
平
均
で
時
給
１
０
５
５
円
と

な
り
ま
し
た
。

生
活
に
か
か
る
お
金
は
ど
の
県
も

同
じ
で
す
。
引
き
上
げ
後
の
時
給
を

み
る
と
、
最
も
高
い
の
は
東
京
都
で

１
１
６
３
円
、
最
も
低
い
の
は
秋
田

県
で
９
５
１
円
で
し
た
。
都
道
府
県

で
答
申
さ
れ
た
答
申
額
（
表
に
よ
る
）

で
決
ま
り
、
１
０
月
１
日
か
ら
順
次

発
効
さ
れ
ま
す
。

全
労
連
が
、
全
国
で
取
り
組
ん
で

き
た
「
最
低
生
計
費
試
算
調
査
」
で

「
８
時
間
働
け
ば
人
間
ら
し
く
暮
ら

せ
る
」
に
は
、
全
国
ど
こ
で
も
月
額

２
４
万
円
（
時
給
１
５
０
０
円
）
以

上
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
、
こ
の
間
の
物
価

高
の
も
と
で
は
、
月
額
２
５
万
円

（
時
給
１
７
０
０
円
）
が
必
要
と
の

試
算
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

昨
日
（
１
０
月
１
日
）
発
足
し
た

石
破
内
閣
で
の
首
相
演
説
で
、
こ
の

間
の
世
論
に
追
い
込
ま
れ
、
物
価
高

騰
を
上
回
る
賃
金
引
き
上
げ
が
必
要

と
し
て
、
「
最
低
賃
金
を
２
０
２
０

年
代
に
１
５
０
０
円
を
目
指
す
」
と

発
言
し
ま
し
た
、

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
あ
た
っ

て
は
、
中
小
企
業
に
対
す
る
支
援
の

抜
本
的
な
強
化
は
欠
か
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
最
低
賃
金
決
定
の
３
要

素
の
う
ち
「
事
業
の
支
払
能
力
」
を

除
外
し
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
が
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
対
応

で
き
る
特
別
な
対
策
と
財
政
処
置
を

国
の
責
任
と
し
て
法
律
に
明
記
す
べ

き
で
、
言
葉
だ
け
に
さ
せ
な
い
取
り

組
み
と
宣
伝
が
必
要
で
す
。

そ
し
て
、
最
低
賃
金
法
を
改
訂
し
、

全
国
一
律
「
１
５
０
０
円
以
上
」
を

実
現
す
る
こ
と
で
、
誰
で
も
、
ど
こ

で
も
ふ
つ
う
に
働
け
ば
人
間
ら
し
い

暮
ら
し
が
で
き
る
社
会
に
し
て
行
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

《
記
：
矢
部
》

7503号 （４）

東
京
で
も
秋
田
で
も
、最
低
生
計
費
１
６
０
０
円

以
上
。今
す
ぐ
時
給
１
５
０
０
円
必
要
な
の
に

今
年
は
、時
給
１
０
５
５
円
の
引
き
上
げ
、

（
地
域
間
格
差
２
１
２
円
、８
円
縮
小
）

石
破
首
相
は
、１
０
月
１
日

「
最
低
賃
金
を
２
０
２
０
年
代
に

１
５
０
０
円
に
」
と
発
言



石
破
茂
氏
が
総
裁
に
決

ま
っ
た
自
民
党
総
裁
選
挙

で
、
解
雇
規
制
の
見
直
し

が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

小
泉
進
次
郎
氏
の
発
言

は
「
大
企
業
に
リ
ス
キ
リ

ン
グ
（
学
び
直
し
）
や
再

就
職
支
援
な
ど
を
課
す
こ

と
で
、
『
整
理
解
雇
の
４

要
件
』
（
※
１
）
を
満
た

さ
な
く
て
も
解
雇
で
き
る

よ
う
に
す
る
」
と
い
う
も

の
。河

野
太
郎
氏
の
発
言
は

「
不
当
解
雇
で
も
職
場
に

戻
さ
ず
、
カ
ネ
さ
え
払
え

ば
よ
い
」
と
い
う
も
の
。

財
界
か
ら
「
経
済
の
好

循
環
に
は
、
労
働
市
場
の

流
動
化
が
必
要
」
と
い
う

宣
伝
が
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
解
雇
し
や
す
く

す
る
と
い
う
も
の
だ
。

ま
さ
に
、
財
界
が
求
め

て
い
る
『
労
働
基
準
法
改

悪
』
に
答
え
る
も
の
と
言

え
る
。

し
ば
し
ば
、
「
日
本
の

解
雇
規
制
が
厳
し
い
か
ら
、

雇
用
の
流
動
性
が
生
ま
れ

な
い
」
と
言
わ
れ
る
が
、

グ
ラ
フ
の
よ
う
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
の
中
で
日
本
は
解
雇
し

や
す
い
国
に
な
っ
て
い
る
。

自
民
党
や
財
界
の
言
う

流
動
化
と
は
、
企
業
の
利

益
の
た
め
に
、
労
働
者
を

整
理
解
雇
し
企
業
か
ら
お
っ

ぽ
り
出
し
て
、
後
は
自
己

責
任
で
ど
う
に
か
し
ろ
と

い
う
も
の
で
す
。

日
本
経
済
の
低
迷
の
一

端
は
、
目
先
の
企
業
利
益

を
上
げ
る
為
だ
け
に
リ
ス

ト
ラ
を
し
、
非
正
規
雇
用

を
増
や
し
て
い
っ
た
こ
と

に
有
る
と
思
い
ま
す
。
今

ま
た
更
に
そ
れ
を
し
や
す

く
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
は
２
０
２

４
秋
闘
で
「
労
働
法
制
の

大
改
悪
に
反
対
し
、
安
心

し
て
働
け
る
職
場
の
実
現

を
求
め
る
」
統
一
要
求
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

【
細
谷

記
】

（５） 7503号

で
れ
え
ヤ
バ
イ
！

労
基
法
改
悪
さ
せ
る
な
！

（
そ
の
２
）

※
１

企
業
側
の
都
合
に
よ
る

「
整
理
解
雇
」
は

（
１
）
人
員
削
減
の
必
要
性

（
２
）
解
雇
回
避
の
努
力

（
３
）
対
象
者
選
定
の
合
理
性

（
４
）
手
続
き
の
妥
当
性

の
４
要
件
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。



デ ジ タ ル カ シ ア

ン カ イ オ ウ セ イ

キ ヤ ン セ ル イ キ

シ シ ン カ ヨ

カ ン ヨ カ イ ボ ウ

ザ ウ オ ミ ウ

ム チ カ マ ボ シ

キ ン キ ユ ウ コ ウ カ

労働相談・労働組合作りはＪＭＩＴＵ川崎支部へ、助け合い共済制度あり

共済･カンパ等は：郵便振込口座00210-5-89254 名称:ＪＭＩＴＵ川崎支部

今後の日程
１０月３日（木）緑陽苑 第３次不当労働事件 （東京高裁）８４２法廷 １４：００～

５日（土）労働相談 （支部事務所） １３：００～
川崎花火見物ビァパーティ１８：００～２０：００

８日（火）川崎労連第１２回幹事会 １８：３０～
９日（水）第３回支部報編会議 １８：００～

第４回執行委員会（支部事務所）１９：００～
１２日（土）労働相談（支部事務所） １３：００～
１８日（金）ワーカーズネット街頭労働相談（川崎駅）１９：００～
１９日（土）労働相談 （支部事務所） １３：００～

19行動 衆議院第2議員会館前 １８：３０～
２０日（日）川崎労連第３５回定期大会 １３：４０～１６：００
２３日（水）年末一時金統一要求日

支部未組織宣伝（久地駅）１７：３０～
第５回執行委員会 １９：００～

２６日（土）労働相談 （支部事務所）１３：００～
３０日（水）年末一時金地本回答確約行動 ９：００～

１１月２日（土）労働相談 （支部事務所） １３：００～
６日（水）年末一時金統一回答指定日

第４回書記局会議（支部事務所）１３：００～
９日（土）労働相談 （支部事務所） １３：００～

１１日（月）第６回執行委員会（支部事務所）１９：００～ ( 日時に注意）
１５日（金）ワーカーズネット街頭労働相談（溝の口デッキ）１９：００～
１６日（土）労働相談 （支部事務所） １３：００～

7503号クロスワードパズル回答

回答はザンショミマイ（残暑見舞い）でした。

応募者は全員正解でした。当選者は下記の通りです。

当選おめでとうございます。 賞品をお送り致します。

次回も応募下さい。

大野久美子さん（三和職場読者）・図書カード

澁谷裕之進さん（三和分会家族）・図書カード

石田洋司さん（合同分会）・・・・図書カード

菅原祐三さん（支部報読者）・・・図書カード

長谷川綾子（三和家族）・・・・・図書カード

皆さんご存じだとは思いますが10月5日は

川崎100周年の花火大会が有り支部として

もレクとして「花火＆ビアパーティーを予

定しています。ギリギリのお知らせですが

時間があれば顔でも見せてください。

日時：10月5日（土）
18時～20時

場所：ＪＭＩＴＵ
川崎支部屋上

（ＪＲ南部線久地駅
下車徒歩5分）

会費：500円
雨天の場合は支部事務所でビ
アパーティー
連絡先 光田

090-8846-1815


